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スポーツ公園の銀杏(イチョウ)の木は、葉がす

っかり落ちてしまいました。芝生の緑と、落ち葉

の黄色の対比がきれいです。

稲刈りあとの田んぼでは、渡りの途中の白鳥が

羽を休めています。冬の到来は、もうすぐ。

さて、皆様は耳にしたことがありますか？

[ジュウノ(十能)]。[デレッキ]。

私と同年代以上の方にとっては、懐かしい言葉

だと思います。小学生はもちろん、現役保護者世

代の方々には、「？？？」な言葉ですね。

◆昭和40年代。

毎年、秋の終わりになると、石炭を満載した小

型トラックが、家の前にやって来ます。運転手さ

んが荷台にあがり、玄関向かいの物置(石炭小屋)

に、スコップでザバッ、ザバッと石炭を放り込み

ます。ひと冬分の石炭。[トン]単位の量です。

昭和40年代は、家庭用の暖房燃料の主役(石炭、

薪、おがくず…)が石油に代わりつつある時代で

した。近所に住むタカシちゃん、マリちゃんのお

家は石油ストーブでした。(いいなあ)。少年北山

は憧れました。なぜなら、私の家の冬の暖房は、

石炭ストーブ。寒がりの父の[こだわり]だったの

かもしれません。鉄製の胴体が熱で赤味を帯び、

ゴォ～ッと音を立て勢いよく燃える石炭ストーブ

は、確かに暖かかったのです。

◇タイル張りのストーブ置台。

◇やかんの口から吹き出す湯気。

◇着火剤(文化たきつけ)と箱入りマッチ。

◇毎晩ストーブに入れる、あんか用の豆炭。

どれもが懐かしい記憶です。

ところで、冒頭の[ジュウノ]は、小さなスコッ

プのこと。ストーブに石炭を[くべる]ときに使い

ます。(くべる＝燃料を火の中に入れ足す。)

そして、[デレッキ]とは、持ち手がついた細長

い鉄棒のこと。先端がＬ字に曲がっています。ス

トーブに突っ込み、ガチャガチャ動かして、灰を

落とすための道具(灰かき棒)です。

少年北山の冬お手伝いは、ふたつありました。

まずは[石炭運び]。

居間の隅には、石炭用の四角いバケツが置いて

あります。ときどき、石炭を補充しなければなり

ません。少年北山は、一日に何回か、家の向かい

の物置に、石炭を汲みに行かされました。

もうひとつは[灰なげ]。

灰のことを[あく]と呼んでいました。ストーブ

本体の一番下には、四角い引き出しがあり、その

中には、石炭の燃えカス(灰)が溜まっています。

この引き出しを物置の裏手の灰捨て場まで持って

行きます。雪に掘った穴の中に、バサ～ッとその

灰を捨てるのです。

このふたつのお手伝い。正直、嫌でした。

寒い。重い。そして…、暗い夜は怖い。

けれども、一方では、

「自分が石炭を運ばなければ家族は凍える」

「自分は家族の一員として役に立っている」

そんな自負もありました。

◆ご来校ありがとうございました。

過日開催の本校学芸会には、保護者の皆様にご

来校いただきましたことに感謝申し上げます。

学芸会テーマ[共にかがやく][心を一つに]のと

おり、子どもたちは、多くの仲間と共に一つの発

表を作り上げることの喜びや楽しさ、そして達成

感を味わったことと思います。

毎年、何時間もかけて練習を繰り返し、学芸会

を実施するその理由は、教科の学習とは異なる、

集団(社会)活動をとおして、子どもたちの成長を

期待するからです。

そこで、いちばん小さな社会である家族。

家族の一員としての役割を果たす(お手伝い)こ

と。家族のルールを守ること。喧嘩ばかりしてい

ても、ふとした瞬間に兄弟姉妹のよさを感じるこ

と。お父さん、お母さんに守られているという安

心感や幸福感に浸ること。このような家庭生活を

土台に、学校で子どもたちは、ひと回り大きな集

団生活の中で、多くのことを学びます。

寒いからこそ、子どもたちが[あたたかい家庭]

を実感できる冬になることを期待しております。

（ 校長：北山 雅章 ）



㸯㸮月㸰㸰日㸦土㸧ࠊ鷹栖⏫長 谷 寿男 様ࠊ鷹

栖⏫教育委員会教育長 上西 義幸 様ࡈࢆ来賓࡟

迎えࠊ学芸会ࢆ開催ࠋࡓࡋࡲࡋ子供ࠊࡣࡕࡓ日頃ࡢ

学習ࡢ成果や特別日課中ࡢ練習ࡢ成果ࢆ充ศ࡟発揮

ࠊ劇ࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍࢆい発表ࡋࡽ素晴ࠊࡋ

器楽演奏ࠊ歌ࠊ踊ࡾ等々ࠊ一人一人ࡀ生ࡁ生࡜ࡁ表

現ࡿࡍ姿ࠊ皆࡛力ࢆ合わせࡿ姿࡟ࡉࡲࠊࡣ学芸会テ

࡜ࡢ子ࠖࡗ鷹ᑠ࡟ࡘ一ࢆ心！！ࡅやࡀ࠿࡟共ࠕ࣐࣮

ࠊ関係࡛ࡢࢫル࢖࢘ࢼコロࠊࡓࡲࠋࡓࡋࡲࡾ࡞࡜ࡾ࠾

昨年度ࡓࡗ࠿࡞ࡁ࡛ࡣ児童ࡢ係活動ࡶ行う࡛ࡀ࡜ࡇ

仕࡜ࡁぱࡁ࡚ࠊࡕࡶࢆ責任࡟役割ࡢ自ศࠋࡓࡋࡲࡁ

事ࡿࡍࢆ姿࡟成長ࢆ感ࠋࡓࡋࡲࡌ子供ࡶࡕࡓやࡁࡾ

思࡜࠿い࡞ࡣ࡛ࡢ࡞ぱいࡗ達成感や充実感࡛いࡓࡗ

いࠋࡍࡲ今回ࡢ経験や成長ࢆ生ࠊࡋ࠿今後ࡢ活動ࡶ

全力࡛頑張ࡋ࡯࡚ࡗい࡛ࠋࡍ 

コロ࢖࢘ࢼルࢫ感染拡大予防ࠊࡵࡓࡢ観覧者ࡢ人

数制限や入替ࠊ࡝࡞保護者ࡢ皆様ࡈࡶ࡟協力ࢆいࡓ

 ࠋࡓࡋࡲいࡊࡈう࡜ࡀࡾあ࡟誠ࠋࡓࡋࡲࡁࡔ

ケンサンバⅡࢶ࣐࣭࡟ࡁ࡜ࡘ風立ࡢࡵࡓࡢࢻ金管バン ࢻク࣮ルバンࢫ࠙  ࠚ

ク࣮ࢫࡣࡀࡍࡉ

ルバンࢀࡁ！ࢻ

い࡞音色ࠊ迫力

あࡿ演奏ࢆ聞࠿

せࠋࡓࡋࡲ踊ࡾ

 ࠋࡓࡋࡲࡆ上ࡾ盛ࢆ曲ࠊࡃࡋࡽわい࠿ࡶ࡚࡜ࡶ

࠙㸯年 ࠚ࣮࣑࢖ࢫ 

ᑠ࡞ࡉ体࡛協力

普ࠊࡣ合う姿ࡋ

段ࡢ㸯年生ࡢ姿

そࠋࡢࡶࡢ大ࡁ

ࡃࡼ声࡛元気࡞

せࡾふࢆ言ࡓࡗ

 ࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍࡾࡓࡗ歌ࠊࡾ

࠙㸳年 Message～届ࡼࡅうࡢࡇ想いࠚ 

自ศࡢࡕࡓ想い

ࠊ器楽演奏や歌ࢆ

ダン࡛࡝࡞ࢫ伝

えࡶࢀ࡝ࠋࡓࡋࡲ

気持ࡗࡶࡇࡀࡕ

ࠊ⏬企ࠊ発表࡛ࡓ

練習ࠊ࡝࡞自ศ࡛ࡕࡓ考え主体的࡟取ࡾ組ࡓࡁ࡛ࢇ

成果ࡀ表࡚ࢀいࠋࡓࡋࡲ 

࠙㸱年 ふࠚࡱࡗࡋ࡞ࡂࡋ 

コ࣑カル࡛不思議

表現力豊ࢆ話࠾࡞

演技や歌࡛演࡞࠿

ࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡌ

ࢆ力ࡢ自ศࠋࡓࡋ

出ࡋษࡓࡗ㸱年生ࠋ

大ࡃࡁ成長ࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ 

࠙㸰年 サラダ࡛ࠚࡁࢇࡆ 

歌詞ࡢ一部やそ

ࡾ合う身振࡟ࢀ

考࡛ࡕࡓ自ศࡶ

えࠋࡓࡋࡲ元気い

聴ࡣ歌ࡢぱいࡗ

い࡚いࡿ人ࡶ元

気ࡉ࡟せ࡚ࠋࡓࡋࡲࢀࡃ歌ࡢ伴奏ࡶ上手࡛ࠋࡓࡋ 

࠙㸲年 新ࡋい友達ロボࢺࢵ君ࠚ 

劇࡛伝えࡓいࡇ

合ࡋ話ࡃࡼࢆ࡜

いࠊ身体ࡢ動ࡁ

ࡕࡓ自ศࢆ࡝࡞

࡛考えࠊ演ࡲࡌ

大ࢆ身体ࠋࡓࡋ

 ࠋࡓࡋࡲࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ表現࡟࠿豊࡚ࡗ使ࡃࡁ

࠙㸴年 㸴年㸱組 ࡢࡽࡃࡰクラࠚࢫ 

友達ࡢ大ษࡉや

良ࢆࡉ劇や歌࡛

伝えࠋࡓࡋࡲ㸴年

生ࡀ仲間࡚ࡋ࡜

成長ࡇࡓࡁ࡚ࡋ

࡚ࢀࡉ࠿生ࡀ࡜

 ࠋࡓࡋ最高࡛ࡀ演技ࡢ迫真ࠊ演技ࡓࡗ合ࡢ息ࠊࡾ࠾

㸯㸯月ࡢ行事予定
㸱日㸦木㸧文化ࡢ日 
㸵日㸦月㸧希望者懇談㸦～㸯㸮日㸧 

㸶日㸦火㸧交通安全街頭指ᑟ 
㸯㸯日㸦金㸧⏫教研研究発表会㸦午前授業㸧 
㸯㸲日㸦月㸧職員会議 

㸯㸵日㸦木㸧児童会 
㸯㸶日㸦金㸧開校記念日 
㸰㸱日㸦水㸧勤労感謝ࡢ日 

㸰㸲日㸦木㸧児童会 読ࡳ聞࠿せࢫペࢩャル 
㸰㸳日㸦金㸧ࢪࢺ࣐ࢺュ࣮ࢫ作ࡾ㸦㸱年㸧  
㸰㸴日㸦土㸧ࢫク࣮ルバンࢻフࢫ࢙テ࢕バル旭川大会 

㸰㸶日㸦月㸧研修日 
㸰㸷日㸦火㸧࡝ࡲ࠿࡞࡞大学交流会㸦㸯年㸧 
㸱㸮日㸦水㸧学校教育指ᑟ訪問㸦全校㸳時間㸧 

 

※コロナウイルスの感染状況䛻よ䜚䚸予定が変更䛻䛺䜛䛣䛸も

あ䜚ますの䛷䛤了承くだ䛥い䚹 

 


